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１．論文の構成 
 学位請求論文の構成は以下の通りである。 
 
序論 
1．いわさきちひろを研究する意義 
2．問題の所在と研究方法  
3．先行研究 
 
―― 第Ⅰ部 終戦～1950 年代 ―― 
 
第 1章 画家としてのバックボーンの形成 
1-1．母・文江から受け継いだもの  
1-2．画家という職業と満洲国への憧憬 
1-3．共産党入党と画業の開始 
 
第 2章 画業の拡大と「母性」イメージの萌芽 
2-1．美術団体再編との関わり 
2-2．女性向け印刷媒体での活動 
2-3．広告の仕事がもたらした「母性」イメージ 
 
第 3章 童画家への道と童画におけるジェンダー構造の変容 
3-1. いわさきが出会った戦前の絵雑誌 
3-2．プロレタリア童画におけるジェンダー構造 
3-3．戦後の童画界再編と「母性」への期待 
 
第Ⅰ部 小結 
 
―― 第Ⅱ部 高度成長期 ―― 
 
第 4章 絵本市場の拡大と「専業主婦」の隆盛 
4-1．国内絵本市場の発展 
4-2.「月刊保育絵本」という媒体と絵本画家としてのスタート 
4-3．母親と絵本を結び付ける画家としての期待 
 
第 5章 「母性」を描く画家として 
- 3 - 
 
5-1．子ども像からの考察 
5-2．生活スタイルからの考察 
5-3．母親像・母子像からの考察 
 
第 6章 「社会活動家」としての側面と受容層の拡大 
6-1.「新日本婦人の会」立ち上げまで 
6-2.「新日本婦人の会」創設メンバーとして  
6-3.『こどものしあわせ』と「泥臭さ」からの脱却 
6-4．教科書との関わり  
 
第Ⅱ部 小結 
 
―― 第Ⅲ部 1960年代末～現代 ―― 
 
第 7章 母親像の揺らぎと画風の変化 
7-1．曖昧となる母親像 
7-2. 「専業主婦」という立場の凋落 
7-3. 絵本業界の変化と至光社の取り組み 
7-4．世界的な絵本の転換期のなかで 
 
第 8章 評価の高まりと反戦・平和活動への展開 
8-1. 反戦・平和運動の高まり 
8-2. 戦争をテーマとした制作へ 
8-3. 反戦・平和イメージの再考 
 
第 9章 現代におけるいわさきちひろ像と新たな解釈 
9-1. 現代におけるいわさきちひろ像 
9-2.『となりにきたこ』にみる先進性 
9-3.『あかちゃんのくるひ』にみる現代的問題提起 
 
第Ⅲ部 小結 
 
結論  
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―― 資料 ―― 
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年表 
図版 
 
なお、この要約は１．論文の構成 ２．問題意識 ３．研究方法 ４．研究結果として構成し
た。 
 
 
２．本研究の問題意識 
いわさきちひろ(1918～74)は、戦後の日本において活躍した画家であり、主に絵本や童画の分野
で数多くの作品を遺した。子どもや母親、草花といった親しみやすい画題と、万人に受け入れられや
すい画風によって現在も高い人気を得ている 。いわさきが死去してから 40 年以上が経過する現在
において、彼女の画業を研究する問題意識および意義は、以下に挙げた二つの側面に即して絡み合
いながら存在する。 
いわさきは、現在「母性の画家」 として広く親しまれ、水彩による滲みやぼかしを用いて描かれ
た柔らかなタッチの作品に特に人気が集中している。そして、それら図像には、彼女自身の母親とい
う属性が重ねられて鑑賞される。しかし、実際には戦後に運動が復活したプロレタリア美術に強く
影響を受けていたことを示す初期作品群や、戦後の社会運動に連動した作品活動といった政治的な
要素も、彼女の画業のなかで大きな比重を占めている。単に、子どもと母、花を牧歌的に描くことで
現在のような人気や地位を形成したわけではない。 
では、「母性の画家」といういわさきのイメージの固定化は、何に起因するのだろうか。人気の高
さや情報量に比して、客観的立場からの学術的な研究が極端に不足しているという問題がこうした
事態を招いていると考える。特に、美術史分野の研究者が彼女の芸術を独立した対象として、自らの
問題意識に沿って論究してこなかった事実があげられる。また、彼女の画業中、初期から中期の作品
や共産党との関わりが重要視されてこなかったことも、いわさきの画業を全体的に理解することを
阻んでいる。以上が、一つ目の問題である。 
もう一方の問題として、いわさきの作品に対してアプリオリに付される母性のイメージについ
て、その内容、イメージ生成の経緯が本格的に検討されることがなかった。これを検討するジェン
ダーの視点の導入は、必須である。 
加えて、「絵本画家」「童画家」という職業における女性の位置についても、ジェンダーの視点を
導入した考察をおこなう必要がある。戦前・戦後の女性画家全般の位置づけに留まらず、絵画のジャ
ンルや活動領域のヒエラルキーもまた、ジェンダーの問題と密接に関わっているからである。さら
に注目すべき点は、いわさきが共産党員としての帰属を一貫して維持しつつ、絵本や童画の分野で
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活動し、広く一般に受容されたことである。このような立場の画家は、戦前・戦後を通じいわさきち
ひろを措いて他に例がない。この問題については、童画におけるジェンダー構造が深く関与してい
ると考えられるため、その理由について解明が必要である。 
翻って現代の日本社会を見るならば、ライフスタイルの多様化は、従来の固定化した価値観や社
会システムの機能不全を招き、さまざまな問題を際立たせていることに気づく。にもかかわらず、そ
してすでに学問上は神話性が喝破されているにもかかわらず、母性に対する社会的期待、その理想
化は相変わらず根強い。 
母性への強い社会的関心は、近代日本社会の成立とともに生成し、強化されてきた歴史があるが、
現代に直結する母性のあり方と社会システム、およびライフスタイルとの関係性が確立されたのは、
戦後から高度成長期においてである 。そこで、戦後を代表する「母性の画家」として認識されるい
わさきの作品と活動を詳細に検討することで、日本社会が母性に何を期待してきたのかを、その問
題点と併せて明らかにできると考える。以上が本研究の意義と目的である。 
 
 
３．研究方法 
いわさきの活動の実態への認識や、母性イメージの問い直しが決定的に不足している原因を整理
分析して、以下の 4点を挙げた。そして、その解決策を提案、研究を進めた。 
 
①戦前を含む初期の活動や作品に対する認知、評価が低く顧みられない 。 
いわさきの初期作品については、美術史的に価値が低いと見なされる傾向があり、研究対象から外
される以前の問題として、情報自体が不足している。また、活動面については、戦前と戦後が分断
される傾向がある。これらの問題を解決するために、いわさきの戦前と戦後の活動の連続性を探
る。また、戦後の芸術の潮流のなかでも特に、画家としての出発点であるプロレタリア美術運動と
の関係を重視し、後の時代に及ぶ影響を検証する。時代をまたいで醸成されたいわさきの画風や画
題の選択、画家としての姿勢が、作品においてはどの時期に出現し、いかに変化を遂げていったの
かを浮かび上がらせる。 
 
②「母性の画家」としてアプリオリに語られる。 
いわさきについて、「母性の画家」というイメージが広く共有されるに至った歴史的経緯が明らか
にされていない。いわさき作品に、母性がどのように表現されているのか曖昧なまま、アプリオリ
にそれが備わっているかのように称揚されている。また、母性に付随して語られる反戦・平和のイ
メージについても同様の傾向が見られるため、各時期に重要視された「母性」の内容を、当時の社
会背景に照らして検討、整理し、いわさきが描いた図像との関係を解明する。いわさき作品と、そ
の受容者が共有、あるいは反応した各時代に特有のジェンダー観、ジェンダー編成との相関関係、
相互作用を問い直す。 
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③当初の媒体から切り離された観賞が主流となる。 
現在、いわさきの作品は掲載された媒体から分離したかたちで展示、掲載、商品化される傾向が強
い。こうした状況は、いわさきの作品の普及を促進する効果がある反面、当初の制作事情や作品の
依頼主の意図を不明にする。この問題を解決するため、作品を発表当時の媒体に再度関連付け、当
時の文脈に置き直して検討する。制作当時のさまざまな分野における依頼者側の意図が、いかなる
ものであったかを明らかにし、時代ごとにいわさきの作品に期待されていた要素とその変容を分
析する。 
 
④現代における「批評」の不在。 
1970年代までは、特に戦争絵本に関して、外部の批評に開かれていたことが確認できる。しかし、
いわさきの死後、年を追うごとにこのような批評が減少することで、イメージの固定化と再生産が
促され、新たな評価や解釈の可能性を逃していると考えられる。したがって、現代社会の状況もふ
まえて生前の作品、活動から発生したイメージと、彼女の没後に美術館や言説によって普及したイ
メージを整理、検討する。さらにはそれを超える解釈の可能性を呈示する。 
 
以上の視座をもって、いわさきの画業を初期（終戦～1950年代中頃）、中期（1950 年代後半～1960
年代中頃）、後期（1960年代後半～1970年代から現代も含む）の三つの時期に区分し、それぞれ第
Ⅰ部（第 1～3章）、第Ⅱ部（第 4～6章）、第Ⅲ部（第 7～9章）として考察した。 
 
 
４．研究結果 
序論 
 序論の「1．いわさきちひろを研究する意義」、「2．問題の所在と研究方法」は、本要約の２と３
の部分で先述した通りである。 
「3．先行研究」では、本研究の視座の中心となる「ジェンダーの視点による女性画家についての
研究」「母性について」「いわさきちひろについて」という三つの項目における先行研究をまとめた。 
女性画家については、古くはリンダ・ノックリンが発表した論文「なぜ偉大な女性芸術家は生まれ
なかったのか」（1971 年、松岡和子訳『美術手帖』美術出版社、1976 年、5 月号掲載）で、芸術家
の評価に性差の不均衡があることが指摘された。90年代になると、グリゼルダ・ポロックとロジカ・
パーカーらにより、美術史研究の構造自体が問題であることが指摘され、研究史から女性芸術家が
排除されてきたことが批判された。こうした流れを受け、国内においても美術史研究にジェンダー
の視点が導入され、これまで注目されることのなかった女性画家の活動の実態や、美術界における
性差の不均衡がさまざまな観点から明らかにされてきた。 
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また、母性については、周知の通りエリザベート・バダンテールが 1980年にフランスで出版され
た『L'AMOUR EN PLUS』（邦題：鈴木晶訳『プラス・ラブ』サンリオ、1981年）で、「母性」とは本
能的なものではなく父権社会の下で構築された近代のイデオロギーであることを社会史に照らし合
わせて実証した。この著書は、大きなインパクトを持って迎えられ、日本国内においても大日向雅美
氏らによって「母性神話」の見直しと解体が図られてきた。しかし、2000 年頃に起きたジェンダー
フリーに対するバックラッシュのなかで主張された言説や、近年の一部のメディアの表現をみると、
現在の日本社会においても依然として「母性神話」は、根強く信奉されていることが指摘できる。 
絵本分野においても近年ジェンダーの視点を導入した研究がおこなわれている。大橋眞由美氏は、
『近代日本の〈絵解きの空間〉―幼年用メディアを介した子どもと母親の国民化』（風間書房、2015
年）で、神林(坂本)淳子氏は「『コドモノクニ』の童画と H・ウィルビーク・ル・メール―イメージ
の伝承とその意味―」（『絵本学』No.9、絵本学会、2007 年）において、母性という「神話」が絵
本と密接な関係を構築し、絵本を用いた教育によって次世代を育成するという側面から近代社会の
形成と強化に貢献してきたことを明らかにした。 
いわさきちひろについては、研究者が独自の問題意識に基づく先行研究がきわめて少ないという
現状があるが、幼児教育分野での柴紀代氏の研究（2003 年）など、ごく僅かではあるが存在する先
行研究についてまとめた。なかでも、天野知香氏の（「「女」たちの場所」『芸術新潮』新潮社、2012
年 7 月号掲載）では、いわさきがあえて「女性性にひきこもる」ことで自身の芸術活動の場を獲得
したという示唆に富む見解が述べられている。一方、いわさきちひろを紹介する伝記、作品集の類は
特に没後の 1970年代半ばから現在に至るまで多数出版されているため、それらの出版状況をまとめ
た。また、いわさきちひろの個人美術館（「ちひろ美術館・東京」「安曇野ちひろ美術館」）が設立
されており、いわさきの画業と作品を普及するため展覧会活動や出版活動等が積極的に展開されて
いる。これらの美術館主体の活動によって、いわさきを知るための情報は他の画家と比較しても豊
富に発信されているが、外部の研究者がそれらを自らの問題意識に沿って活用してこなかったとい
う実態が指摘できよう。 
これらの先行研究の成果の蓄積や美術館から提供されている情報等をふまえ、いわさきちひろの
画業と作品について以下のような分析をおこなった。 
 
 
第Ⅰ部 
第Ⅰ部では、戦前、戦中から戦後間もない時期のいわさきの活動と、後の画業の展開との関連を明
らかにした。 
戦前・戦中においては、恵まれた経済的・文化的環境のなか画家となる夢を持つものの、自立への
葛藤やさまざまな挫折を経験する。そうした土壌が、戦後のいわさきが共産党の画家としてのスタ
ートや、後の画業に大きな影響を与えていることを指摘した。 
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終戦後は、共産党員の画家として活動をスタートさせるが、プロレタリア美術が席巻する発表の
場での評価は低く、画家としての活躍は難航した。だが、いわさきの柔らかな画風に将来性を見出す
新進の作り手たちにより、次第に母性のイメージが開拓される。 
日本社会が敗戦という大打撃から次第に復興を遂げ、経済成長の時代へとシフトしようとすると
き、その多くが母親でもある主婦という身分が広く一般化し、消費の中心を担う新たな存在として
注目されはじめていた。いわさきちひろは新時代の可能性を秘めた画家として着目され、後の時代
における活躍へのレールが着々と整備されていたことを示した。 
第Ⅰ部における各章の考察は以下の通りである。 
 
第１章 
戦中と戦後間もない頃のいわさきの足跡を追った。1918 年に母・文江、父・正勝の長女として生
まれたいわさきは、経済的にも文化的にも恵まれた少女時代を送る。母・文江は女学校教員から「大
日本連合女子青年団」の主事、実践局国防訓練部副部長などを歴任し、戦争協力を積極的に推進した
人物であった。いわさきは、このような母親に人生をコントロールされながらも自立をめぐる悪戦
苦闘をみせ、一定の主体性をもって銃後の社会に活躍の場を求めていた姿が確認された。エリート
女性であった母の期待に応えるというプレッシャーに苦しみつつも、次第に自らの特技である絵画
で自立し、社会に有用な仕事をしたいという強いモチベーションを形成したと考えられる。 
美術学校への進学を母・文江によって断念させられた後、戦中は二度にわたって満洲国での生活
を試みている。こうした行動には、「満洲国」という新天地に自らの人生の可能性を見出そうとする
意識があったと分析できる。また、いわさきの作品とみられる「女子青年団」が発行した「慰問用封
筒便箋」の挿絵の仕事も近年発見されいる。この「最古」とみられる挿絵には、細部にわたりデザイ
ンが工夫され、丁寧な仕事ぶりが確認できる。絵の仕事で自立がしたいという夢は、当時の多くの画
家たちもそうであったように、これといった罪の意識を自覚しないまま戦争協力へと回収された。 
1945 年いわさきは、疎開先の長野県で敗戦を迎えるが、当時の日記を分析すると、東京での文化
的生活への憧れや自立への焦りがあったことが窺える。次第に、いわさきは長野県で開催されてい
た共産党の集会に参加するようになり、1946 年には入党を果たす。あらゆる価値観が反転した終戦
後、いわさきが再出発と自己実現の希望を見出した日本共産党は、彼女だけでなく多くの文化人に
とって新しい活躍の舞台となった。戦後は、1946年の入党直後から、共産党関連の美術団体や雑誌・
新聞で画家の仕事を始めた。いわさきも戦前・戦中に果たせなかった画家になる目標と、自己実現を
果たす場として共産党を選択したと考えられる。ただし、戦前に培われた良妻賢母主義は、その後の
いわさきと作品の受容者の双方に根強く共有され続け、こうした考えを色濃く反映する中期以降の
作品において、いわさきが高い人気を得る理由の一つであったことを指摘した。 
 
第 2章 
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いわさきが 1946年に入党を果たした共産党周辺で開始した活動内容と、1950年を境に、多様な媒
体に拡大した仕事を分析し、いわさきに期待される母性のイメージがいかにして萌芽したのかを検
討した。いわさきは、入党後は共産党関連のメディアでの記事や挿絵の仕事で生計を立てながら、丸
木(赤松)俊のアトリエに学び、所属していた「日本美術家」や「前衛美術会」、「日本童画会」など
の展覧会に積極的に油彩画を出品していた。 
いわさきの初期の仕事が確認できる戦後間もない時期の共産党に関連する印刷媒体では、男女平
等が法的に承認されたことで、女性を対象とした媒体も活況を呈し、特にそうした仕事を中心に共
産党内においても女性画家への期待が高まった。戦前は軍部に協力した有名女性画家たちも、こぞ
って共産党周辺で刊行された数々の「民主化」を掲げる戦後の媒体に仕事を求めた。いわさきのこの
時期の党関連の印刷媒体の仕事には、母性のイメージを特に強調しようとする姿勢はみられず、働
く若い女性に向けたものや民主化を謳ったものが多数確認でき、やはり共産党のアジテーションと
しての性質が色濃い。 
一方、現存する油彩画や、美術団体への出品履歴を調査したところ、花や子どもといった伝統的に
女性画家に期待された画題を選択する傾向が確認できた。しかし、結果としてはそれらによって画
家としての評価を高めることはできず、母性の画家としてのイメージ形成もこの時期にはみられな
い。むしろ、プロレタリア芸術運動のなかでは「プチブル」との厳しい批判を受けた。この批判は作
品そのもの以上に、彼女の裕福な出自に由来する部分も大きかったみられる。 
さらに複雑なことに、女性画家に対しては、デッサンのしっかりとした骨太で泥臭い「男性的」な
画風と共に、画題や色使いについては「女性らしさ」をも要求するといったような矛盾した状況もあ
った。女性画家が「描くべきもの」を限定するような囲い込みや、戦前と同様に特に評価を下す場面
における男性中心の画壇の体制と価値観は、戦後においても引き続き強固に温存されていた。いわ
さきは、そうした状況をふまえ、もしくは無意識のうちに内面化し、自らの画題を規定していた可能
性を指摘した。 
しかし、すでにこの時期に後のいわさきの人気を決定づける母性のイメージを強調した最も初期
の仕事が確認できる。それは、展覧会でもなく共産党でもなく、いわさき自身からでもない外部から
の要請によってもたらされていたことを考察した。その転換点の一つとして、1950 年のレッドパー
ジおよび、共産党分裂による党関連の仕事の停滞から開拓された主婦向けの広告の仕事があった。
1950 年から始まったレッドパージと「逆コース」に党の分裂が重なることで、共産党関連の仕事は
減少した。同年に結婚した党員の夫も失職し、妊娠・出産も経験するといういわさきの画業のなかで
最も厳しい時代が訪れる。しかし、こうしたなかで家計を支えるために始めた幅広いジャンルの仕
事は、いわさきの画家としての地位を押し上げることにつながった。特に、この時期に始めた広告の
仕事は、主婦の台頭という時代性を読み取る能力に長けたアートディレクターの狙いから、いわさ
きの母・主婦としての属性を前面に押し出し、同じ立場の女性たちにアピールした絵を使用するこ
とで購買者＝主婦・女性の心を捉え、彼女の存在を世間一般に広く知らしめる働きをした。 
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第 3章 
いわさきに母性のイメージをもたらした契機として、前章で考察したように広告の仕事があった
が、もう一方の重要な要因として、童画というジャンルに注目した考察をおこなった。この分野にお
ける母性の強調が、その後のいわさきの画業を方向づけたという可能性を検討した。 
戦前は、プロレタリア児童文学と伴走しつつプロレタリア童画、ひいては児童文化全体のあり方
が模索されていた。そのなかでは、プロレタリア女性画家も活躍をみせたが、男性画家に比較してあ
らゆる面で不利な環境におかれていた。特に童画分野での女性画家の活躍は戦前においていわゆる
「純粋芸術」よりもさらに限定的であった。なかでもプロレタリア童画分野での女性画家の活躍は、
管見の限りではあるが、調査の過程において印刷媒体のなかにはほとんど確認できなかった。その
一因として、プロレタリア美術運動のなかでは印刷媒体での仕事が展覧会活動よりも重要視される
という、美術の世界で考えられている「一般的」なヒエラルキーとは逆転した状況があったことが考
えられる。 
戦後は、仕事を求めて「有名女性画家」も童画分野に進出し、戦前に比較すると女性画家の活躍が
拡大したことは事実だが、少なくとも 1950年代半ば頃までの童画団体や、童画の出版状況をみると、
相変わらず戦前から活躍していた男性画家が中心となって活動が進められていた。正規の美術教育
を受けたこともなく、これまで目立った実績もほとんど無かったいわさきにとっては、童画家とし
て活躍するうえでも困難な状況におかれていた。ただし、そうしたなかでも、新しい時代へと社会は
急速に変化しており、いわさきの作品のもつ柔らかでモダンな雰囲気に着目する依頼主も現れるよ
うになる。 
最も早くいわさきの絵を高く評価し、母性愛をテーマとした紙芝居「おかあさんのはなし」（アン
デルセン原作、稲庭桂子脚本、教育紙芝居研究会、1949 年）の画家に彼女を起用した編集者・稲庭
桂子は、当時紙芝居の分野で最も期待される制作者であったが、その後長年にわたっていわさきの
絵本制作のパートナーとなった。この紙芝居作品は文部大臣賞を受賞するなど、いわさきが童画の
世界で広く認知される重要なきっかけとなり、童画分野での「母性の画家」としての期待が萌芽した
ことを明らかにした。 
 
 
第Ⅱ部 
第Ⅱ部では、1950年代末から 1960年代後半までの高度成長期におけるいわさきの画業の展開、作
品、社会活動などを考察した。この時期は、戦後の混乱と貧しさを抜け出し、日本全体が豊かさに向
かって猛進した結果がさまざまな形で人々の生活を変容させ、それはいわさきの作品のなかにも表
象された。この時代の「申し子」ともいえる専業主婦という存在抜きには、いわさきの画業を語るこ
とはできない。 
この時期に実現した豊かさの実現は子どもへの教育への関心を高め、それは絵本業界の活況にも
つながった。この時期に創刊が相次いだ絵本に、幼稚園・保育園から直販方式で購入するスタイルを
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採用した「月刊保育絵本」があった。いわさきもこの絵本によって、絵本画家としての地位を高めて
いった。これらに提供された図像から、社会が女性に期待する母性との関係を考察した。 
また、絵本画家としての立場が確立される一方で、1960 年代に目立つようになるいわさきの社会
的活動について、その前後の時期の女性による社会運動の状況を確認しつつ、受容層と画業の拡大
との関連についても検討した。初期の共産党周辺の芸術活動のなかでは「プチブル」と批判を浴びた
いわさきであったが、大量消費社会の膨張に伴い、政治的な場面においても大衆の心を掴むことが
できる、なかでも特に女性の共感を集めることが可能な画家として、期待がもたれるようになった
過程を明らかにした。 
第Ⅱ部における各章の考察は以下の通りである。 
 
第 4章 
戦後から高度成長期にかけて拡大の一途を辿った絵本出版業界の歴史について、戦前の状況も含
めて概観しつつ、時期を同じくして増加した主婦という立場の女性との関係性に着目し、いわさき
が絵本分野で評価を高めた過程を考察した。 
終戦の混乱から抜け出し、徐々に実現されつつあった社会の安定と豊かさに伴って、より広い階
層において教育への関心が高まり、子ども向けの出版業は活況を呈した。戦前から、絵本の仲介者と
して、つまり子の教育の責任主体として、母親への注目はすでにあった。だが、戦後はより広い階層
に主婦層が拡大することで、作り手のなかには、出版物を子どもへと媒介する存在すなわち購買者
として母親がより強く意識されるようになった。1940 年代末から 1950 年代にかけて次々と創刊が
相次いだ「月刊保育絵本」には、母親向けの読み物や附録が付された。そこには、絵本の解釈や与え
方だけでなく育児全般に関する内容が示され、母親は子どもの養育を何よりも優先させるべきとい
う考え方を顕著に示し、この時期の多くの母親たちの間に規範として浸透した。 
いわさきは、こうした母親向けの読み物、附録の挿絵画家として数多く起用された。母親からの共
感や憧れを獲得できるいわさきの画風は出版業界からの期待を集めたことを資料から示した。 
 
第 5章 
いわさきが絵本画家としての立場を確立するにあたり、重要な役割をした仕事としてこの時期の
「月刊保育絵本」に着目した分析をおこない、それらに表象された当時の社会におけるジェンダー
構造や主婦・母親のあり方を明らかにした。「月刊保育絵本」に提供した数々の作品は、この時期に
期待された専業主婦としての母親役割を見事に描き出していた。それは、モダンな衣服や、高度な幼
児教育、レジャーや住居といった多様な形に象徴されて描き出されていた。また、同時代のトレンド
を意識したモダンな要素と大正期の童画を彷彿させるノスタルジーの要素を絶妙なバランスで組み
合わせた画題と画風は、他の同時代の画家とは一線を画し、母親たちの心を捉えることができたと
考えられる。 
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そして、こうした図像には全て「母から子への愛情の深さ」が表現されていたことを指摘した。母
性への強い憧憬は、家電の普及や食品における技術革新により、さまざまな家事において省力化、外
部化が進行するなか、子どものために割く時間と手間だけは何をおいても手を抜かないことが母親
としての義務であり、その存在価値を示す唯一の方法となったことにつながっていたと分析できる。
こうした表象が創出された背景には、高度成長社会が要請する理想的な母親像を、自らのアイデン
ティティとして内面化した既婚女性の存在も大きく影響していた。さらにいえば、母性を余すこと
なく発揮できる専業主婦という階層は、経済的豊かさのシンボルでもあった。したがって、女性自ら
も積極的にこのようなジェンダー役割を引き受けていた、または、引き受けざるを得なかったので
あり、それが、この時期に確立したジェンダー構造をより強固なものにしていたといえよう。 
そうした女性たちにとって、いわさきの描くきわめてジェンダー化された高度成長期の日本社会
の縮図は、自身の欲望や存在価値を肯定できる図像として歓迎され、人気を高めたと考えられる。そ
の一方で、父親の登場回数は極端に少なく、描き方も硬直したものとなっており、いわさきの作品中
における意図的な父親像の排除が明らかになった。この時期、国内の平均労働時間は年間 2425.5時
間とピークを記録しており、男性は一日中外で働き、女性は家庭内の仕事を全面的に引き受けると
いう性別役割分業が広く浸透した。女性たちは、社会の要請する性別役割分業を自らも積極的に担
い、「経済戦争」という新しい戦いにおける「銃後」の支えとなった。いわさきの作品における父親
像の排除は、当時の現実社会のあり方を如実に反映したものとなっており、家庭内での父親の不在
という問題を浮かび上がらせている。 
ただし、いわさきの作品に描かれた母子の生活の「豊かさ」は、オブラートで包むような柔らかな
調子で描かれることで、高度に発達しつつあった消費社会への露骨な賛美は回避されていた。戦前
から豊かな子ども文化に接してきたいわさきならではの洒脱な表現は、母親たちにノスタルジーと
憧れをもって鑑賞されたと考えられる。さらには、豊かな自然表現と都会的な子ども像を並置する
ことで、この時代に深まりつつあった都市と農村との間の断絶を覆い、双方の受容者を満足させる
ことも可能であったとの分析をおこなった。 
 
第 6章 
1960 年代以降は社会的運動での活動を通し、働く母親たちといわさきとの間の関係性も強まって
いった。日本全体が急速に都市化し、核家族化が進行するなか、従来の家族のあり方や地縁といった
戦前に築かれていた人間関係も解体していった。そうした変化は、団地やニュータウンへの憧れの
ように、新しいものとして歓迎される側面もあったが、家庭内で家事や育児を一人で担うこととな
った母親たちに、孤立感や育児不安といった負の感情も生み出していた。その反動かのように、この
時期、女性たちは仲間との連帯を求めて「母親大会」やさまざまな女性団体とのつながりを積極的に
もつようになったとも考えられる。そして、そこに集まった母親たちは、「子どもたちのために」と
いう最強のスローガンのもと団結し、社会的、政治的要求をおこなうようになった。この「母親大
会」のために作成されたグッズやポスターにも、いわさきの絵が使用されている例がみられる。さら
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に 1962年には、平塚らいてうが中心となって結成された「新日本婦人の会」の呼びかけ人メンバー
となり、いわさきの作品と、彼女自身にもたれる母性イメージは、女性運動での求心力として期待さ
れるようになった。 
そして、1963 年から没年まで表紙絵を提供した『子どものしあわせ』（草土文化）は、新しい受
容層を拡大させた。この雑誌の中心的購読者であった働く母親たちは、仕事と家庭の両立に奮闘し
ながら、この時期に専業主婦をベースに形成された母親役割も担わなくてはならないという、容易
ならざる状況に直面していた。このような読者層をもつ雑誌において、いわさきはあえてモダンな
要素を意識的に強く打ち出すことで人気を博し、「働く母親」という新しい受容層を拡大させること
につながった。これは、いわさき自身も自覚していたように、従来はプロレタリア美術の要素が歓迎
されるような方向性を持つ場における挑戦でもあったが、時代の変化を敏感に捉えていたいわさき
は着実に人気を高めていき、活躍の範囲を拡大させた。 
1960 年代に入ると、安保反対運動の敗北も大きく影響し、民主化を掲げた活動や運動団体の熱気
は発生当初の勢いを失いつつあった。このような時代性を背景とし、いわさきの持つ特に母親たち
に向けた発信力は、女性が主導する社会運動の場や共産党のイメージアップという側面での活躍に
つながった。有職・無職にかかわらずあらゆる女性の共感を得ることができたいわさきは、作品だけ
でなく本人自身が女性運動の求心力を備えた人材として期待を集め、活動範囲はさらに拡大してい
った。そうした状況は、1964 年の文化人大量除名によって、党の「看板女性画家」として活躍して
いた丸木俊や朝倉摂を失った共産党からの期待にもつながっていったと考えられる。 
一方、教科書に使用された絵に対する著作権獲得の運動においても、いわさきちひろは活動のシ
ンボルとして期待された。教科書での起用はいわさきの知名度を著しく向上させ、広く一般にその
存在を知らしめる働きをし、「教科書に採用される画家」としての好印象を社会に浸透させた。教科
書の仕事や著作権活動は、いわさきちひろを共産党員という政治的立場を保ちながら、広い範囲に
おいて高い支持を獲得できる稀有な画家へと押し上げる一因となったと分析できる。 
 
 
第Ⅲ部 
 第Ⅲ部では、1960 年代末に顕著にみられる画風の変化と、出版および社会状況の変化の関連性
と、現代にまでつながる人気や母性と共に醸成された反戦・平和イメージの形成について考察した。   
1960 年代末になると、高度成長の停滞は戦後に浸透した家族形態にも影響を及ぼし、結婚し、専
業主婦になって家事・育児に専念するという定型化したライフコースの見直しを女性たちに迫った。  
こうした時代の波は、絵本業界の海外進出という事情と相まって、いわさきに新しい画風とテーマ
を模索させた。結果として普遍性を獲得したことにより、いわさきの作品の受容層の非限定性はさ
らに強まったことを考察した 
 一方、同じ時期、ベトナム戦争を発端とした反戦・平和運動は学生運動や安保闘争に連動し、拡大
した。さまざまな団体がこれに参加し、いわさきの関与する女性団体や童画団体も積極的に反戦・平
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和運動を展開した。そうしたなか、いわさきへの評価と人気の高まりは、反戦・平和をテーマとする
作品の依頼へとつながり、反戦のシンボルとなる母親像や母子像、そして子ども像が描かれるよう
になった。 
 そして、いわさきの没後も、中・後期にかけて成立した母性、反戦・平和のイメージは受容者から
の要望に応えつつ、美術館や出版物などによってさらに強固なものとして発信され続けている。こ
うしたいわさきの没後における状況について整理をおこない、現代におけるいわさきちひろの作品、
そしていわさきの存在がどのような意味を持っているのかを新しい視点から再考した。 
その一方で 4、いわさきの自作絵本のなかには、従来のイメージの再生産の枠組みから逸脱する要
素も垣間見られ、そこから従来の固定的なイメージに囚われない新しい解釈の可能性と、現代社会
におけるいわさきちひろ作品の潜在的力を呈示した。 
第Ⅲ部における各章の考察は以下の通りである。 
 
第 7章 
1960年代末期にみられる母親像や画風全体の変化がいかにして起きたのかを、当時の社会の変化、
また絵本業界の実情と並行させて理由を探った。この頃、高度成長が失速し、これまでのライフスタ
イルや女性の生き方がさまざまに議論されるようになると、教育熱心な母親たちは一転して厳しい
批判を浴びるようになった。さらに 1970年頃からは世界的な運動へと発展したウーマンリブは日本
にも波及し、従来の女性規範に対する女性たち自身からの問い直しが活発におこなわれるようにな
った。 
一方で、絵本業界における販路拡大路線は海外にも及び、海外で評価を高めるための絵本制作が
模索された。欧米では新しい傾向の絵本作家が続々と登場し、多様な表現、物語が生み出され、絵本
の黄金期が築かれつつあった。いわさきは、彼女の画業に大きな影響を及ぼした至光社の武市八十
雄と共に、海外でも通用する新しい絵本制作が試行錯誤される過程で、「日本的」な技法でもある水
彩の滲みやぼかしを前面に押し出す描き方がクローズアップされるようになる。 
以上のような、この時期の社会における女性の立場の変化、絵本業界の直面する問題などを要因
として、しばしば背景に溶け込み、明確な輪郭や顔の造形の与えられない非具体的な母親像や、細部
を描きこまず滲みやぼかしを多用する描き方が生み出されたと分析した。こうした特徴をもつ後期
作品は、現在も典型的な「いわさきらしい」画風として認識されており、特に人気と評価が高い。
1970年代には国際的な絵本賞を相次いで受賞し、絵本画家としての地位は揺るぎないものとなった。 
ただし、重要なポイントとして、図像としての母親像は曖昧となっていても、母子の絆を前面に押
し出す方向性は一層強化されていることが確認できる。この時期に新たな挑戦として制作されるよ
うになった文章もいわさきが担当する「自作絵本」のなかには、全体的に母親像の登場が極力控えら
れているが、物語の根底には母と子の深い繋がりが表現されていた。より強い親子の精神的な絆を
表現する際、そこには母親像を具体的に描く必要はなかったのではないか。なぜなら、この時代の
「良き母親」像は、直接的な干渉をおこなう「教育ママ」であることを脱し、一定の距離をおいた場
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所から子どもを守り、支える存在となったと考えられるからだ。さらには、細部の省略や明確さを持
たない（または図像としては登場しない）母親像は、より広い階層、立場の女性が自らを物語のなか
の母親に重ねて鑑賞することを容易にする。つまり、より普遍的な母親像をこの時期のいわさきは
獲得したのだといえる。 
母親のあり方が揺らいでいた時代だからこそ、より強い母性の表象は自身の存在意義を再確認し
たい女性側からも一層希求されるものであったと考えられる。この時期に描かれた母子像は、時代
の波に揺れる女性たちの姿を反映しつつ、エンパワーメントにもなっていたことを考察した。「絵本
ブーム」という現象も後押しし、いわさきの成人女性からの人気は確固たるものとなった。事実、至
光社から出版されている「自作絵本」シリーズは特に人気が高く、6冊全てが同社のなかで他に例を
みない高い売り上げを誇っていることも調査から判明した。 
 
第 8章 
いわさきについて母性と共にもたれる「反戦・平和の画家」というイメージは、いかにして形成さ
れたのかを現代の状況も含めて考察し、母性イメージの定着が「反戦・平和の画家」としての活動内
容を促進した可能性について検討した。 
1960 年代末から、ベトナム戦争に反対する数々の平和運動が多様な女性団体によって繰り広げら
れ、母性はこれらの運動の根拠として重視された。そこで、すでに母性の画家というイメージが広く
持たれていたいわさきに、反戦・平和をテーマとした仕事が次々と依頼されるようになった。『わた
しがちいさかったときに』（長田新編、童心社、1967 年）、《世界中の子どもみんなに平和としあ
わせを》(「ベトナムの子どもを支援する会」野外展出品作品、1970 年)、『母さんはおるす』（グ
ェン・ティ作、高野功訳、新日本出版、1972 年）『戦火のなかの子どもたち』(岩崎ちひろ絵・文、
岩崎書店、1973年)など、一連の戦争を扱った作品群の制作背景からは、当初は外部からの要請で描
いていた反戦の訴えが、次第にいわさき自身にも内面化され、最終的には自発的な作品づくりへと
発展した様子が分かる。それは、画業の最期において、「共産党員としての画家」を志した当初のい
わさきの使命感に立ち戻るかのようにもみえる。 
特に、最後の自作絵本となった『戦火のなかの子どもたち』は、入退院を繰り返すなか、自らの寿
命を薄々察しながら制作されたとみられる。このような「反戦・平和のためのシンボル」のために描
かれた母親像は、前章で考察した曖昧な母親像とは異なり、正面からはっきりと顔かたちが造形さ
れるという特徴をもっていた。この相違は、日常生活の場で描かれる母親たちは、「子どものため」
に行動することで「教育ママ」と批判される危険性を孕んでいる反面、反戦・平和と母性の結託は、
疑いようもない正当性が共有されていたという時代背景を反映していると考えられる。現代におい
ては、子や夫を戦場へと送り出した女性たちの戦争責任についても批判的な検証がなされているが、
当時はそうした視点はなく、女性の、特に母親たちの反戦・平和の訴えには圧倒的な正当性が付与さ
れていた。 
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こうした「戦争絵本」については、同時代に次々と出版されており、その表現、内容がどうあるべ
きかが議論されるようになっていった。いわさきの徹底して「美しい」表現は、戦争の残酷で悲惨な
実態を子どもに伝える機能を果たさないと批判的に論じられることもあった。しかし、特に自らの
意志で制作された『戦火のなかの子どもたち』を改めて分析すると、確かに残酷な表現は一切回避さ
れているが、いわさきならではのさまざまな工夫がこらされていることが判明した。特に、写真を利
用したと思われる図像や、鑑賞者を見返す人物像などは、見る者を画面に引き込ませ、「今ここでは
ない場」での戦争を自覚させる効果がある。そして、戦争体験者としての親世代の減少は、いわさき
の絵本のような「万人に受け入れやすい」戦争の表象を歓迎し、彼女の「反戦・平和の画家」イメー
ジは時代を追うごとに強まっていった可能性を指摘した。 
さらには、日常生活のなかで描かれる母親像と、反戦・平和のシンボルとしての母親像は、一丸と
なって、あらゆる立場、政治的信条の有無を超越して多くの母親を包摂することが可能であった。双
方とも、「子どもを守る」という明快なスローガンを打ち出し、母性という唯一無二の「正解」によ
って、混迷する時代における女性たちの連帯や共感を一層喚起する機能をもっていたと考えられる。 
 
第 9章 
いわさきの人気と評価は現在も衰えず、新しい受容者を獲得し続ける理由を、美術館の取り組み
や現代社会の状況から分析した。さらに、従来の典型的ないわさきのイメージの再生産に留まらな
い、新たな解釈の可能性を呈示した。 
美術館や多数の出版物は、画業の中・後期以降に形成された母性や反戦・平和のイメージを中心に
情報発信が続けられているが、それは、受容者との間に構築された需要と供給の強固な関係に由来
していた。一般の受容者が好む作品は、やはり後期の作品群に集中しており、いわさきに持たれるイ
メージも母性や反戦・平和といった後期に形成されたものを継承している。それ故にいわさきに付
与されるイメージは繰り返し再生産され、ますます固定化する傾向にある。 
その一方で、注意深く観察すると、いわさきの「自作絵本」のなかには伝統的なジェンダー規範の
踏襲に対する微かな懐疑が見出された。特に本章では『となりにきたこ』（武市八十雄案、至光社、
1971年）と『あかちゃんのくるひ』（武市八十雄案、至光社、1970年）に着目し、これらの作品の
なかに現代にまで持ち越されたいわさきからの問題提起を掬い上げ、従来の枠にとらわれない解釈
も可能であることを呈示した。  
この二作品はどちらも、一見すると制作当時に広く共有されていたジェンダーの在り方を如実に
反映している。だが、注意深く考察すると、「女の子／男の子」に期待される規範への異議申し立て
や（『となりにきたこ』）、女性にばかり重くのしかかる育児不安（『あかちゃんのくるひ』）とい
った、現代まで持ち越された性別役割分業に関わる問題を提起しているという積極的な解釈も可能
である。こうした先進的な課題が読み込める物語の創作の裏側には、当時のあるべきジェンダー規
範に縛られながら、画家としての自立と成功に邁進し続けたいわさきの本音や葛藤が透けて見える。 
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微かではあるが、社会が規定する女性・男性のあり方に対する違和感が「母性の画家」として周知
されているいわさきちひろの作品からさえも読み取れるという点が、今までの解釈からは完全に抜
け落ちていたのではないだろうか。ジェンダーに関する問題は、いわさきの生きた時代から現代ま
で、その多くが未解決のままで依然として根強く残っている。女性役割を積極的に肯定するかのよ
うないわさきという存在やその作品から、「綻び」を見出すこと、そして「女性的」であることを自
ら担うその画業全体にこそ、ジェンダーの不均衡という問題を照射できる力が内在されているとい
えよう。 
 
 
結論 
以上の考察内容をふまえ、序論で示した 4点の問題への答えをまとめた。 
 
①について 
戦前の活動と、童画界の状況を再検討したことで、いわさきの戦後の画家活動がそれらと地続きで
あることを呈示した。母からの良妻賢母教育や戦前の自立を巡る葛藤が、戦後の共産党入党と画家
という職業の選択に結び付き、戦後の美術界のジェンダー編成の変化にのって、活動範囲を拡大で
きたという一連の流れがあったことを明示した。しかし、初期においては、いわさきの活動の中心
となる場では男性中心的な価値観と体制が固持され続けており、美術運動のなかでは低い評価を
うけていたという実態も確認した。いわさきは、そうした状況のなかであえて女性画家に期待され
る役割を積極的に担うことで、次第に評価を高めたことを明らかにできた。 
 
②、③について 
これらについては、作品の制作背景や、発表された媒体を分析することで、いわさきに付与される
「母性の画家」というイメージ、またそれに付随して語られる反戦・平和のイメージは、社会の要
請をうけ、外部からもたらされていたことが判明した。また、要請される母親像は社会の揺らぎに
応じて変化しており、いわさきはその変化を捉え、積極的に作品に反映させることで、さまざまな
分野から重用される画家となった過程を浮かび上がらせることができた。そして、いわさき自らも
そうした役割を内面していき、母性の重要性を一貫して表現したことで、作者と作品の同一視をも
たらし、さらに強固なイメージが確立した過程を示すことができた。 
 
④について 
いわさきの没後、美術館が情報や作品を一元化して管理するようになったことと、次第に外部から
の批評が次第に減少したことがその一因であった。そして、中期、後期に確立したイメージは、受
容者の要望とも重なり、美術館を拠点に再生産され続けている。美術館は、画家のイメージの向上
と作品の普及という当然の使命があるため、これは必然的な現象ともいえる。しかし、本稿では、
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いわさきのイメージは、社会がさまざまな局面において母性を要求する現実に呼応して作り上げ
られていったものであることを重視して考察をおこなった。また、いわさき作品には、社会の母性
偏重に対する疑問や問題提起を読み取ることが可能な一面、表現があるとの新しい解釈を呈示し
た。したがって、これまで見落とされてきた「批評」という空白部分に貢献できたと考える。 
 
以上の考察から得られた結果から、いわさきちひろを研究する意義について改めて検証すると以
下のようになる。 
まず、これまで注目されなかったいわさきの多岐にわたる活動内容や、画家としての戦略的な側面
を掘りおこすことができた。その新しい側面とは、次のようなものである。「母性」イメージを確立
する以前の初期においては、プロレタリア芸術運動の潮流と、戦前からの女性画家に求められた画
題や画風との間でせめぎ合いながら、自身の個性を打ち出す作品制作が模索されていた。しかし、い
わさきの出自に対する偏見も重なり、その作品は特に仲間うちから「プチブル」と排撃された。いわ
さきは、こうした場における活躍の可能性に見切りをつけ、自らの活動の舞台をより一般大衆に向
けた印刷媒体へと定めていく。この選択は、いわさきの画家として成功する道を切り拓いたといえ
る。 
中期になると、軟弱と批判された画風や、主婦・母親としてのバックグラウンドは、児童出版界の
編集者や広告制作者たちによって、新時代にマッチする画家として注目されるようになった。そし
て、彼らの思惑通り主婦層の台頭と消費主義の進展に伴い、いわさきの評価や人気は高まりをみせ
た。高度成長前後の時代の変化を敏感に捉える彼らとの協働なしには、いわさきの成功はなかった
といえよう。いわさきは子ども向けの媒体のなかに当時のジェンダー規範を肯定的に描き出し、そ
れらを購買し、子どもに与えるという重要な決定権を持つ広い範囲の「母親」という女性たちの目を
満足させた。 
そして後期においては、新しい時代の波に翻弄される女性たちの不安や混乱を包み込むような画
風が出現した。この時に確立した滲みやぼかしを生かし、説明的な要素を排除した画風は、時代や場
所、階層、思想といったあらゆる差異を超越する普遍性を獲得した。そうした際にも、いわさきの絵
本制作には常に敏腕の編集者が伴走し、彼女の画業を裏側から支えていた。 
さらに晩年には、いわさきが画家を目指した当初の目的に立ち戻るような試みが展開する兆しが
あった。政治色の感じられない後期の作品は、むしろ政治的な場において有用であった。と言うの
も、戦前は「非合法」組織であった共産党は、戦後合法化され、市民層の一部に支持が広がる中、一
般女性も参加する層の厚い女性運動との間に回路が形成されていく。いわさきのような共産党のみ
ならず、女性運動の広がりの中で支持される画家は、重用されるようになった。いわさき自身も反
戦・平和運動につながる作品制作を自ら積極的におこなうようになり、そのシンボルとなる威厳に
満ちた母親像を新たに創出した。 
いわさきの作品における女性性や母性の強調は、単純に男性側の望む女性・女性画家イメージに
沿って、その期待に応えただけではなかったことは、改めて強調したい。本人は「たたかう」姿勢を
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明確には示さなかったが、いわさきの画業全体は、依然として支配的であった男性中心の価値基準
への挑戦でもあった。結果としては、いわさきはこれまで戦後の日本美術界における重要な「芸術
家」としては見なされてこなかった。しかし、その垣根の低さが親しみやすさにつながり、世代や立
場を限定しない受容を促進した。結果として、いわさきの一般大衆における知名度や人気は、あらゆ
るジャンルの画家のなかでも圧倒的に高いという現実が生まれる。いわさきは、男性中心の価値観
や美術界のヒエラルキーを、迂回路を通じて乗り越えたといえる。このような実例は、従来は低い位
置に押し込められてきた童画や女性画家に対し、新たな可能性を開拓、示唆している。 
 
以上、本学位請求論文では、いわさきちひろの各時期の画業と画風の変遷を、戦後の社会、文化と
緊密な関係性をもった一連のものとして再検討することで、これまで看過されてきたいわさきの作
品制作の実態と功績を明らかにし、戦後を代表する重要な画家の一人であることを示すことができ
た。 
また、「母性の画家」といういわさきに根強いステレオタイプなイメージの生成過程を歴史的に吟
味し、従来とは異なる新しい解釈を呈示したことも意義があったと考える。画業の全時期にわたる
外部からの要請と絶え間ない交渉、試行錯誤の結果として、トレードマークとしての母親像や子ど
も像が生み出されていた。いわさきの遺した夥しい数の母子の表象は、母性というイメージは、時代
ごとの「創造の産物」であることを逆説的に示している。そして、いわさきの描いた母子像は、あら
ゆる社会の局面において、目的や問題解決を達成するためのイデオロギーとして機能する側面もあ
った。ただし、その図像や自作絵本は、理想像を表象する一方で、その裏側には現代まで留保され続
けている社会問題も内包しており、解釈の幅の広がりを有している。この点がいわさきの作品の持
つ潜在的な力といえる。 
しかし、いわさきちひろに対する客観的立場からの研究の不足は、こうした実態を見えにくくし、
「いわさきちひろ＝母性」として、共に神聖視する現状を招いている。そして、いわさきの描き出し
た母性の上澄みだけを、肯定的に受け止めるという受容のあり方も再生産され続けている。なぜな
ら、これまで長く日本社会を支えてきた性別役割分業は、母性を称揚することで維持可能となった
からだ。これは、男性原理の社会を運営するために都合がよいだけではなく、同時に、女性たちが自
らの存在価値を確認するためにも簡単には手離せない巧妙なシステムとなっており、切り崩すこと
は容易ではない。そうしたなか、常態化した経済的不安や少子高齢という深刻な問題を抱えるよう
になった現代において、性別役割分業に生じた綻びは、今や大きな断裂となって人々の前に横たわ
っている。もはや、母性を神聖なものとして崇め続けるだけでは、この機能不全を覆い隠すことはで
きない。 
いわさきのトレードマークである母と子の親密で美しい図像は、社会との交渉のなかで生み出さ
れ変容してきた。そして、そこに至るまでには幾度とない取捨選択があり、その結果として描かれな
かった膨大な現実の諸相があった。表象と現実の両面を同時に視野に納め、冷静な視点でいわさき
の作品や画業を見直し続けることは、現代社会において依然として母性が隠蔽し続ける問題を外側
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へとひらくことにもつながる。いわさきの作品に遺された理想と普遍へ至る試行錯誤の痕跡は、現
代を生きる私たちに、母性もまた歴史的に構築された虚像であるという事実を突き付けている。 
本稿では、現代においてもなかなか切り崩し得ない母性信仰に対し、その脱構築の試みを通じて
一石を投じた。いわさきが美しく表象した母性の裏側に潜むジェンダーの不均衡、そして母性を強
調せずには成功につながらなかった「女性画家」の現実、こうしたこれまでは明るみに出されること
のなかった側面も含めてこの画家の理解を深めることが、より今日的で生産的な作品の受容と継承
につながると確信している。 
 
 
主要参考文献 
※1．絵本作品 2．編纂資料、事典 3．単行書 4．論文 5．展覧会図録 6．新聞、雑誌 に分類した。 
※5、6以外は 50音順またはアルファベット順に列挙した。 
 
1．絵本作品 （※紙芝居含む、月刊保育絵本は 6の項目に記載） 
【日本語作品・邦訳作品】 
安野光雅『ふしぎなえ』福音館書店、1968年 
安野光雅『さかさま』福音館書店、1969年 
岩崎ちひろ絵、アンデルセン原作、山室静訳『絵のない絵本』童心社、1966年 
岩崎ちひろ絵、長田弘編『わたしがちいさかったときに』童心社、1967年 
岩崎ちひろ絵・文、武市八十雄案『あめのひのおるすばん』至光社、1968年 
いわさきちひろ絵、あまんきみこ文『おにたのぼうし』ポプラ社、1969年 
岩崎ちひろ絵、大原富枝文『万葉の歌』童心社、1970年 
岩崎ちひろ絵・文、武市八十雄案『あかちゃんのくるひ』至光社、1970年 
岩崎ちひろ絵・文、武市八十雄案『となりにきたこ』至光社、1971年 
岩崎ちひろ絵・文、武市八十雄案『ことりのくるひ』至光社、1972年 
岩崎ちひろ・絵、グェン・ティ作、高野功訳『母さんはおるす』新日本出版、1972年 
岩崎ちひろ絵・文、武市八十雄案『ゆきのひのたんじょうび』至光社、1973年 
岩崎ちひろ『戦火のなかの子どもたち』岩崎書店、1973年 
岩崎ちひろ絵・文、武市八十雄案『ぽちのきたうみ』至光社、1974年 
いわさきちひろ絵、浜田廣介著『改定新版 あいうえおのほん』童心社、1975 年（初版は 1960 年） 
岩崎ちひろ絵、アンデルセン原作、稲庭桂子脚本『おかあさんのはなし』（紙芝居）童心社、1981年
(初版は教育紙芝居研究会、1949年) 
いわさきちひろ『わたしのえほん』新日本出版、2007年（第 32刷） 
遠藤てるよ絵、早乙女勝元作『ベトナムのダーちゃん』童心社、1974年 
大島妙子絵、西條剛央作『ぼくもだっこ』講談社、2009年 
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クレイン,ウォルター絵、ペロー,シャルル原作『長ぐつをはいたねこ』秋野翔一郎訳、童話館出版、
2016年 
キーピング,チャールズ『ジョゼフのにわ』猪熊葉子訳、らくだ出版、1971年 
キーピング,チャールズ『まどのむこう』猪熊葉子訳、らくだ出版、1972年 
武部本一郎絵、土屋由岐雄作『かわいそうなぞう』金の星社、1970年 
斉藤博之絵、来栖良夫作『村いちばんのサクラの木』岩崎書店、1971年 
さいとうしのぶ『はるちゃん、ね』ひさかたチャイルド、2002年 
佐野洋子『100万回生きたねこ』講談社、1977年 
シュルヴィッツ,ユリー絵、ランサム,アーサー作『空とぶ船と世界一のばか』神宮輝夫訳、岩波書
店、1970年 
シュルヴィッツ,ユリー『あめのひ』矢川澄子訳、福音館書店、1972年 
シュルヴィッツ,ユリー『よあけ』矢川澄子訳、福音館書店、1977年 
杉田豊『みんなのおねがい』至光社、1965年 
鈴木永子絵、瀧村有子作『ちょっとだけ』福音館書店、2005年 
瀬川康夫絵、松野正子作『ふしぎなたけのこ』福音館書店、1963年 
センダック,モーリス絵、ゾロトウ,シャーロット文『うさぎさんてつだってほしいの』こだまともこ
訳、冨山房、1963年 
センダック,モーリス『かいじゅうたちのいるところ』神宮輝夫訳、冨山房、1975 年 
高橋宏之『チロップのきつね』金の星社、1972年 
田島征三絵、早乙女勝元文『猫は生きている』理論社、1973年 
谷内こうた『なつのあさ』至光社、1970年 
谷内こうた『あのおとなんだ』至光社、1971年 
谷内こうた『あのおとなんだ』至光社、1971年 
谷内こうた『のらいぬ』至光社、1973年 
谷内こうた『ぼくだけのにんぎょう』至光社、1974年 
谷内こうた『つきとあそぼう』至光社、1979年 
長新太絵、今江祥智文『へんですねえへんですねえ』ベトナムの子どもを支援する会、1972年 
中谷千代子絵、岸田衿子作『かばくん』福音館書店、1962年 
はたこうしろう 絵、角野栄子 作、『あかちゃんがやってきた』福音館書店、2009 年 
バーニンガム,ジョン『ボルカ―はねなしがちょうのぼうけん』木島始訳、ほるぷ出版、1993年 
まつやまふみお絵、斎藤隆介作『まけうさぎ』新日本出版社、1971年 
まつやまふみお絵、今江祥智作『ふるやのもり』ポプラ社、1967年 
丸木位里、丸木俊『ピカドン』ろばのみみ編集部、2007年（初版は 1975年、『ろばのみみ 79号』） 
レイ,ハンス・アウグスト絵、ゾロトウ,シャーロット文『こうえんのいちにち』中川健蔵訳、文化出
版局、1989年 
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レオーニ,レオ『あおくんときいろちゃん』藤田圭雄訳、至光社、1967年 
レオーニ,レオ『スイミー―ちいさなかしこいさかなのはなし』谷川俊太郎訳、好学社、1969年 
ワイルドスミス,ブライアン『ワイルドスミスの ABC』らくだ出版、1962年 
 
 
【海外作品】 
Burningham, John. Borka:The adventures of a goose with no fearthers.Ｊ.Cape, 1981 
Keeping, Charles. Through the Window. Oxford UniversityPress, 1970 
Keeping, Charles. The Garden Shed. Oxford UniversityPress, 1971 
Lent, Blair. Mosel, Arlene. The Funny Little Woman. E.P.DUTTON, First Unicorn Edition, 
1986 
Lionni, Leo. Little Blue and Little Yellow. Hodder&Stug, 1980 
Sendak, Maurice. Where The Wild Things Are. Bodley Head, 1967 
Shulevitz, Uri. Dawn. Farrar Straus & Giroux, 1987 
Shulevitz, Uri. Rain Rain Rivers. Square Fish; Sunburst, 1988 
Wildsmith, Brian. Brian Wildsmith's ABC. Oxford UniversityPress, 1963 
 
2．編纂資料、事典 
飯沢匡監修『いわさきちひろ全集 全 11巻』ほるぷ出版、1984～1985年 
井上輝子・江原由美子編『女性のデータブック』有斐閣、1991年 
「女と男の時空」編纂委員会編『年表・女と男の日本史』藤原書店、1998年 
家庭総合研究会編『昭和家庭史年表』河出書房新社、1990年 
近代女性文化史研究会編『近代婦人雑誌目次総覧 Ⅲ期 第 15巻 小学校女教員 ; かがやき ; 教育
女性 ; 処女の友 ; 女子青年』大空社、1986年 
『新日本婦人の会の 40年』編纂委員会編『新日本婦人の会の 40 年 1962～2002』新日本婦人の会、
2002 年 
『新日本婦人の会の 50年』編纂委員会編『新日本婦人の会の 40 年 1962～2012』新日本婦人の会、
2012年 
千野陽一編『資料集成 現代日本女性の主体形成 第 9巻』ドメス出版、1996年 
中川素子他編『絵本の事典』朝倉書店、2011年 
中谷泰、箕田源二郎、武市八十雄、松本善明、松本猛編『いわさきちひろ作品集１～7』岩崎書店、
1975年～1977年 
日本民主主義文化連盟編『文化年鑑 1949年』資料社、1949年 
日本共産党中央委員会編『日本共産党の六十年 上』日本共産党中央委員会出版局、1988年 
日本共産党中央委員会編『日本共産党の七十年 党史年表』新日本出版社、1994年 
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丸岡秀子他編『日本婦人問題資料集成 第 7巻』、ドメス出版、1980年 
丸岡秀子他編『日本婦人問題資料集成 第 10巻』ドメス出版、1980年 
三井禮子編『現代婦人運動史年表』三一書房、1976年 
 
3．単行書 
阿部公彦『幼さという戦略 「かわいい」と成熟の物語作法』朝日新聞出版、2015 年 
アリエス, フィリップ・『子供の誕生 アンシャン・レジーム期の子供と家族生活』杉山光信、杉山
美恵子訳、みすず書房、1980年 
飯沢匡、黒柳徹子『つば広の帽子をかぶって』講談社、1989年 
（現在は『いわさきちひろ 知られざる愛の生涯』講談社、1999年に改題） 
池田忍『日本絵画の女性像 ジェンダー美術史の視点から』筑摩書房、1998年 
稲垣恭子『女学校と女学生』中公新書、2007年 
井上照子、上野千鶴子、江原由美子編『日本のフェミニズム１ リブとフェミニズム』岩波書店、1994
年 
井上照子、上野千鶴子、江原由美子、天野正子編『日本のフェミニズム 5 母性』岩波書店、1995年 
井上照子、上野千鶴子、江原由美子、天野正子編『新編 日本のフェミニズム 7 表現とメディア』
岩波書店、2009年 
いわさきちひろ絵『ちひろと子どものしあわせ 1963～1968』草土文化、1994年 
いわさきちひろ絵『ちひろと子どものしあわせ 1969～1974』草土文化、1994年 
いわさきちひろ絵本美術館編『ちひろ・平和への願い』講談社、1995年 
いわさきちひろ『ラブレター』講談社、2004年 
上野千鶴子『主婦論争を読むⅠ、Ⅱ全記録』勁草書房、1982年 
上野千鶴子『ナショナリズムとジェンダー』青土社、1998年 
浦辺史他編『保育の歴史』青木書店、1981年 
大橋眞由美『近代日本の〈絵解きの空間〉―幼年用メディアを介した子どもと母親の国民化』風間書
房、2015年 
大日向雅美『母性の研究 その形成と変容の過程 伝統的母性観への反証』川島書店、1988年 
大日向雅美『母性愛神話の罠』日本評論社、2000年 
大日向雅美『メディアにひそむ母性愛神話』草土文化、2003年 
落合恵美子『21世紀家族へ 家族の戦後体制の見かた・超えかた』第 3版、有斐閣、2009年 
岡本唐貴、松山文雄編『日本プロレタリア美術史』造形社、1967年 
小沢節子『「原爆の図」描かれた〈記憶〉、語られた〈絵画〉』岩波書店、2002年 
桂宥子編著『はじめて学ぶ英米絵本史』ミネルヴァ書房、2011年 
河原淳『ファッションイラストレーション』ダヴィッド社、1962年 
河原和枝『子ども観の近代』中央公論社、1998年 
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上笙一郎『日本の童画家たち』くもん出版、1994年 
木村涼子『〈主婦〉の誕生』吉川弘文館、2010年 
吉良智子『戦争と女性画家 もうひとつの近代「美術」』ブリュッケ、2013年 
吉良智子『女性画家たちの戦争』平凡社、2015年 
坂本佳鶴惠『〈家族〉イメージの誕生』新曜社、1997年 
女性学研究会編『女のイメージ』勁草書房、1984年 
鈴木杜幾子、千野香織、馬淵明子編著『美術とジェンダー ― 非対称の視線』ブリュッケ、1997年 
総合女性史研究会編『女性と運動』吉川弘文館、1998年 
滝いく子『ちひろ 愛の絵筆』 労働旬報社、1983年 
竹迫祐子、ちひろ美術館編著『ちひろの昭和』河出書房新社、2009年 
竹中恵美子『竹中恵美子著作集Ⅱ 戦後女子労働史論』ドメス出版、2012年 
田中重弥編『日本の童画 第 2巻―武井武雄・初山滋・岡本帰一―』第一法規出版株式会社、1981年 
田中重弥編『日本の童画 第 5 巻―加藤まさを・須藤しげる・渡辺文子―』第一法規出版株式会社、
1981 
田中重弥編『日本の童画 第 6巻―高畠華宵・蕗谷虹児・中原淳一―』第一法規出版株式会社、1981
年 
田中重弥編『日本の童画 第 7巻―いわさきちひろ・味戸ケイコ・茂田井武―』第一法規出版株式会
社、1981年 
ちひろ美術館編『没後 30年メモリアルブック ちひろ BOX』講談社、2004年 
ちひろ美術館編『ちひろの絵のひみつ』講談社、2006年 
筒井淳也『仕事と家族』中央公論新社、2015年 
鳥越信『日本児童文学』建帛社、1995年 
鳥越信編『はじめて学ぶ日本の絵本史Ⅰ～Ⅲ』ミネルヴァ書房、2001年～2002年 
中村強士『戦後保育政策のあゆみと保育のゆくえ』新読書社、2009年 
長田新編、岩崎ちひろ画『わたしがちいさかったときに』童心社、1967年 
永嶺重敏『雑誌と読者の近代』日本エディタースクール出版会、1997年 
半藤一利『昭和史 戦後編 1945-1989』平凡社、2006年 
バダンテール, エリザベート『プラス・ラブ』鈴木晶訳、サンリオ、1981年 
平山知子『若きちひろの旅 上・下』新日本出版社、2002年 
フランクス, ペネロピ、ハンター, ジャネット編『歴史のなかの消費者－日本における消費と暮ら
し 1859－2000』法政大学出版局、2016年 
ポイントン,マルシア『はじめての美術史』木下哲夫訳、スカイドア、1995年 
ポロック, グリゼルダ、パーカー, ロジカ『女・アート・イデオロギー―フェミニストが読み直す
芸術表現の歴史』荻原弘子訳、新水社、1991年 
ポロック, グリゼルダ『視線と差異―フェミニズムで読む美術史』荻原弘子訳、新水社、1998年 
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松居直『松居直と『こどものとも』』ミネルヴァ書房、2013年 
松本善明『ちひろ 絵に秘められたもの』新日本出版、2007年 
松本猛、『月刊 絵本』編集部編『いわさきちひろの世界』すばる書房、1975年 
松本猛、『月刊 絵本』編集部編『いわさきちひろの青春』すばる書房、1976 年 
松本猛『いわさきちひろの絵と心』講談社、1978年 
松本猛『母ちひろのぬくもり』講談社、1999年 
松本猛著、いわさきちひろ絵『『戦火のなかの子どもたち』物語」岩崎書店、2004年 
松本由理子編『いわさきちひろ 若き日の日記「草穂」』講談社、2002年 
松本由里子『ちひろ美術館ものがたり』講談社、2003年 
まつやまふみお『新しい漫画・童画・版画の描き方』飯塚書店、1949年 
まつやまふみお『赤白黒 諷刺画 40余年』造形社、1969年 
丸木俊『女絵かきの誕生』日本図書センター、1997年 
村上信彦『大正期の職業婦人』ドメス出版、1983年 
三浦展『「家族」と「幸福」の戦後史 郊外の夢と現実』講談社、1999年 
三宅興子編『日本における子ども絵本成立史－「こどものとも」のはたした役割－』ミネルヴァ書
房、1997年 
山田昌弘『迷走する家族―戦後家族モデルの形成と解体』有斐閣、2005年 
山室信一『キメラ－満洲国の肖像』中公新書、2004年 
山本真理『戦後労働組合と女性の平和運動』青木書店、2006年 
米田佐代子、大日向純夫、山科三郎編著『ジェンダー視点から戦後史を読む』大月書店、2009年 
若桑みどり『戦争が作る女性像』筑摩書房、2000年 
 
4．論文 
天野正子「現代日本の母親観―「母性」から「育児性」へ―」女性学研究会編『女のイメージ』勁草
書房、1984年、pp.74～101。 
天野知香「「女」たちの場所」『芸術新潮』2012年 7 月号、pp.56～61 
石川晴子「第 2章 占領下の翻訳絵本」鳥越信編『初めて学ぶ日本の絵本史Ⅲ』ミネルヴァ書房、2002
年、pp.36～57。 
上野千鶴子「日本のリブ―その思想と背景」井上照子、上野千鶴子、江原由美子編『日本のフェミニ
ズム１リブとフェミニズム』岩波書店、1994年、pp.2～32。 
岩崎真理子「第 19 章 大正デモクラシーと自由教育運動の中で」『はじめて学ぶ日本の絵本史Ⅰ』
ミネルヴァ書房、2001年、pp.323～339。 
大日向純夫「第 6章 戦争の体験・記憶・認識とジェンダー」米田佐代子・大日向純夫・山科三郎編
著『ジェンダー視点から戦後史を読む』大月書店、2009年、pp.171～200。 
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小沢牧子「乳幼児政策と母子関係心理学―つくられる母性意識の点検を軸に―」井上照子、上野千鶴
子、江原由美子、天野正子編『日本のフェミニズム 5 母性』岩波書店、1995年、pp.62～85。 
小野瑞江「第 3章 附録「絵本のたのしみ」の役割－月刊絵本「こどものとも」冊子－」三宅興子編
『日本における子ども絵本成立史－「こどものとも」のはたした役割－』ミネルヴァ書房、1997年、
pp.146～166。 
神林（坂本）淳子「『コドモノクニ』の童画と H・ウィルビーク・ル・メール―イメージの伝承とそ
の意味―」『絵本学』No.9、絵本学会、2007年 3月、pp.1～13。 
菊屋吉生「前衛主義と伝統主義の相克―「成層絵画研究集団」の成立と変遷―」東京文化財研究所編
『昭和期美術展覧会の研究 戦前編』中央公論美術出版、2010年、pp.295～327。 
北浦かほる「世界の子ども部屋－子どもの自立と空間の役割」大阪市立大学『生活科学研究誌』Vol.5、
2006年、pp.1～10。 
北澤憲昭「「紫陽花いろ」の画家 日本近代絵画史のなかのいわさきちひろ」、『芸術新潮』2012年
7月号、pp.40～47。 
吉良智子「プロレタリア美術運動における女性芸術家に関する試論」『研究プロジェクト報告書 第
110集 文化における権力と抵抗の諸相』千葉大学大学院社会文化科学研究科、2005 年 3月、pp.3
～13 
国文一太郎「プロレタリア児童文学－それへの一視点」鳥越信編『新選 日本児童文学 2昭和編』小
峰書店、1959年、pp.335～341。 
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